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「ちょっと待って！スマホ時代の君たちへ」（２０１４年度版リーフレット）文部科学省ＨＰより
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お子様の携帯電話・スマホの使い方は、大丈夫ですか？

　ＰＴＡ総会において、ＰＴＡ ・母の会は三つの提案を行い、承認されま
した。その提案の一つが「携帯電話・スマホの厳格な使用ルールを守ら
せましょう！」です。
　文部科学省でも、子供たちの情報モラルを考えるキャンペーン「子供の
ための情報モラル育成プロジェクト」が開始され、子供たちの情報モラル
の育成する取組を推進しています。
　親の責任で、子どもたちに携帯電話・スマホを使用させましょう。何か
トラブルにあってからでは遅いのです。

保護者から
の

声保護者から
の

声
●家では、時間やルールは特に決めていないので、早朝から始まり学校から帰って帰宅するとすぐ携帯
 を扱い、依存しているとしか思えないほどで大変心配です。何か良いアドバイスをお願いします。
●県外の知らない人から、家の住所にお手紙きたことない？（子ども宛てに）子どもは、なんとなく知
 っていたけど・・・。
●我が家では、特別なルールは設けてはいませんが、携帯が手離せないという事はありません。人と比
 べる事ではありませんが、比較的、使用時間は長くはないと思います。でも、たまには使用時間や怪
 しいサイトにはいかない、メールとかも顔が見えないので、文章には気をつけるなどの話はします。

危険その1
それって犯罪かも！

危険その2
不適切な投稿で自滅！

●家ではずっと携帯ばかり扱っており、携帯に時間をとられている感じです。時間を決めてするように！と注意はしていますが、いつも返事だけで実行しない
 ので困ってます。野球部の携帯禁止が羨ましいです。
●「与えたのも親、使わせるのも親の責任」とわかってはいるが、実際は家族で決めたルールは守られていません。
●すべき事がわかっているのに、スマホに夢中。「わかってるさ！」との子どもの返事に「スマホでは自分の将来は開けないよ」。いつ気付くのか。

保護者から
の

声保護者から
の

声

不適切な投稿に注意！

自分が面白がって投稿したことで
  一生を台無しにすることもある

油断は禁物

過信してはいけない

断る勇気を持とう！

“ 子どもに襲いかかる危険は、親の力でブロックしましょう。”

※平成27年5月実施 対象：波高全生徒

男子（全体） 女子（全体）

男子（全体） 女子（全体）

男子（全体） 女子（全体）

使用時間（平均） 使用時間（平均）

１ 携帯電話・スマホを持ってますか？

２ 携帯電話・スマホを使って、主にどんなことをやってますか？

３ 携帯電話・スマホについて、家庭での約束事（使用ルールなど）
  はありますか？

４ 携帯電話・スマホの使用時間はどれくらいですか？

５ 携帯電話・スマホには、フィルタリングをしてますか？
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携帯電話・スマホに関する
波校正アンケート調査の結果
携帯電話・スマホに関する
波高生アンケート調査の結果

５月
実施

■ ある
■ ない

■ ある
■ ない

■ はい
■ いいえ
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■ していない

■ している
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■ いいえ

使用目的
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文化発表会・合唱コンクール
諫早・大村・東彼地区ＰＴＡ研修会
PTA・母の会研修旅行
校内ロードレース大会
PTA・母の会広報紙『山脈（第76号）』発行予定

（金）
（土）
（日）
（金）
（月）

これからのPTA・母の会活動編　集　後　記

学 学 校校 点点 描描学 校 点 描
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▲1年生宿泊研修▼▲さわやか挨拶運動▲交通安全教室 

▲歓迎遠足▲PTA総会

▲高総体開会式

▲九州高文連
   美術・工芸展壮行式
▲九州高文連
   美術・工芸展壮行式

▲全国高校選手権
     長崎大会
▲全国高校選手権
     長崎大会

▲野球全校応援

４月５月６月７月
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